
　充実した医療福祉環境のもと、生涯を通した心や体の健康づくりを推進するとともに、誰もが自分らしく生きがいを
持ち、共に支え合いながら活躍できるまちを目指します。

生涯活躍のまちづくり（健康・福祉）

18歳になる年度までの医療費無料化（通院・入院） ・・・1億6,056万円

若年がん患者在宅療養支援事業補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 140万円

帯状疱疹予防接種費用の一部助成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,880万円

18歳になる年度までの通院・入院医療費の無料化を継続

39歳以下の末期の若年がん患者の在宅療養を支援
（詳しくは本紙22ページをご覧ください）

50歳以上の市民を対象に、帯状疱疹の予防接種に係る費用の一部を助成
（詳しくは本紙35ページをご覧ください）
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　既にある仕事の魅力を高めるとともに、新たな仕事を創出し、市民それぞれが個性を生かして活躍できるビジネス
チャンスにあふれたまちを目指します。

　地域の魅力を創造・発信し、誰もが訪れ、住み続けたくなるまちを目指します。

活気あふれるまちづくり（産業振興）

魅力あふれるまちづくり（シティプロモーション）

新産業団地（西善中内、駒寄SIC）の造成など ・・・・・・・・・・・ 7億9,922万円

中心市街地等再生事業 ・・・・18億3,748万円

電子地域通貨の導入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,000万円

歴史的建造物改修費補助金 ・・・・・・1,300万円

移住支援金（子ども加算の引き上げ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,000万円

住宅支援事業補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・5,000万円

道路設計委託や用地買収などを実施

優良建築物などの整備や都市再開発法に基づく
民間開発事業に対して補助を実施

非接触やキャッシュレス化による感染対策に配慮した
電子地域通貨導入のための環境整備を実施

歴史的建造物や附属建物（蔵など）の外観保全、
一般公開のための内装工事などに係る費用の一部を補助

東京圏からの移住者に対し支援金を支給
（子ども加算を30万円→100万円/人に引き上げ）

築20年以上の自己居住用住宅の改修に係る工事費用の
一部を補助（詳しくは本紙10ページをご覧ください）

総社山王地区に残る養蚕農家
保全支援のイメージ（本市の
歴史まちづくり計画について、
詳しくは本紙2月号をご覧くだ
さい。）
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６つのまちづくりの方向性（柱）

　ふるさとを愛し、多様性を尊重する心豊かな人間性を育むとともに、あらゆる世代が共に学び、支え合えるまちを目
指します。

　結婚や出産の希望を叶えられ、子育てを楽しむことができるまちを目指します。

（ 新 は新規事業、 充 は充実事業、 １万円未満は端数整理）

人をはぐくむまちづくり（教育・人づくり）

希望をかなえるまちづくり（結婚・出産・子育て）

情報教育推進事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億317万円

学校給食費保護者負担の抑制 ・・・・・・・・・・・・・・1億4,062万円

ヤングケアラー支援事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200万円

不妊治療費助成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8,325万円

使用済み紙おむつ処分開始 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,021万円

貸館予約システムの導入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,550万円

学校給食費第３子以降無償化（適用要件の拡大） ・・・9,675万円

ＧＩＧＡスクール構想の推進など

情報政策課　小林 悟

産業政策課　舘野 早穂

食材費高騰による、賄材料費増額分の公費負担を継続

ヤングケアラーの理解促進や実態調査などを実施し、
必要な支援につなげる

不妊治療の保険適用後の治療費及び保険適用外の治療費に係る
自己負担額の一部を助成（上限を10万円→15万円/人に引き上げ）

保護者のニーズや衛生面への配慮のため、公立保育所での
使用済み紙おむつの処分を実施（民間保育施設に対しては補助を開始）

インターネット上で市有施設の予約、
キャッシュレス決済ができるシステムを導入

18歳以下の子どもを３人以上養育する世帯について、
第３子以降の給食費を無償化
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第七次前橋市総合計画の「６つのまちづくりの方向性（柱）」で取り組む主な事業を紹介します。

子どもたちの食育を支えます。

前橋駅北口の景色が変わり
ます！

住生活環境の向上を応援し
ます。

歴史まちづくりは10年の
計画。まずは総社山王地区
から始まります。

50歳過ぎたら「痛～い帯状疱疹」
に注意！ワクチン接種は有効な手
段です。

高校生世代までの人は医療費の
心配はいりません。

ほうしん

若年の末期がん患者が自宅で過
ごせるよう、経費を一部補助。

ICTで全ての子どもが学び
の主役に！

施設予約をいつでもどこでも簡単に
できるようにします。将来はキーレス
も目指します。

東京圏からの移住を応援
します！子育て世代の人も、
ぜひ前橋市へ。

重い責任を引き受けるヤ
ングケアラーの存在を把握
し、支援策を考えます。

働く場所を創出します！

デジタルを活用して、決済
をもっと便利に。

さらに子育て世帯の負担軽
減を図ります。

不妊治療の助成額の上限を
アップします。

おむつの持ち帰りがなくなっ
て便利で安心！
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